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るようになることである。主教材として、『みんなの日本語初級Ⅰ第 2 版本冊』の 20 課
から 25 課、および、『みんなの日本語初級Ⅱ第 2 版本冊』の 26 課から 35 課を用いた。 
 
2.授業内容 
本授業は、「話す」、「書く」、「聞く」、「読む」の活動で構成されている。まず、話す活
動では、テキスト各課の文型の機能を生かした短い談話の練習をし、同様の状況で学生
が言いたいことが表現できることを目指した。聞く活動には２つあり、１つは、テキス
トを通して学んだ語彙や文法に注目しながら、そこで話されていることをおおまかに理
解する練習である。もう一つは、学生が「先生」となり、自ら選定した音声素材（歌や
映画など）を教材化し、他の学生を対象に「授業」を行った。書く活動では、教員や他
の学生とのやり取りを通して推敲を重ねつつ、自分の言いたいことを文章で表現した。
また、作文を書く前に、日本人学生をゲストとして招きポスター発表を行い、それをも
とに、書いて表現する活動へとつなげた。読む活動では、精読的な読みと速読的な読み
を行った。前者は、初級レベルの文章の内容が理解できるともに、文章の構造や文型、
語彙が文脈の中で適切に理解できることを目指し、後者は、文章の流れや大意を大つか
みに捉え、読み進めることが目指された。また、コースの後半では学生が自ら読みたい
本を選んで読むという多読の活動も取り入れた。 
 
3.成果と今後の課題 
 突然のオンライン化、および、2 クラスともクラス人数一人という異例の運営となっ
た。だが、学生は、そうした状況を前向きに受け入れ、個々の活動をよりよいものにし
ようと努めていた。むしろ、そうした主体的な取り組みが、どちらのクラスの学生も非
常によい成績を修めていることにつながっていると思われる。一方で、オンラインによ
るクイズや定期試験の実施の難しさ、また、通常学期よりも授業数が少なく十分な運用
練習ができていないという問題も浮き彫りとなった。それらは今後の課題としたい。 
